
第149
号

第149

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
読
み
取
る
と
、
町
議
会
の
ホ
ー
ム

な
ど
で
読
み
取
る
と
、
町
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
ま
す
。

ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
ま
す
。

特
集

特
集
　改
選

改
選
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令和２年第３回臨時会（初議会）
議案番号 件　　　名 議事結果
選　挙
第１号 和泊町議会議長の選挙について（投票） 当選

選　挙
第２号 和泊町議会副議長の選挙について（指名推選） 〃

選　任
第１号 和泊町議会常任委員会委員の選任について 決定

選　任
第２号 和泊町議会運営委員会委員の選任について 〃

選　挙
第３号

沖永良部バス企業団議会議員の選挙について
（指名推選） 当選

選　挙
第４号

沖永良部衛生管理組合議会議員の選挙について
（指名推選） 〃

選　挙
第５号

沖永良部与論地区広域事務組合議会議員の選挙に
ついて（指名推選） 〃

選　挙
第６号

和泊町選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙につ
いて（指名推選） 〃

議　案
第 60 号 和泊町監査委員の選任について 同意

議　案
第 61号 和泊町監査委員の選任について 〃

議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書について 可決

改
選
新
議
員
体
制
始
動
‼ 

特集
町
民
の
負
託
を
受
け
て

四
年
の
任
期
を
全
う
し
ま
す

　８月30 日に和泊町議会議員選挙が行われ、現職８名、元職１名、新
人3 名、計 12 名が当選し、９月14 日から任期がスタートしました。
　９月14 日に行われた初議会（令和２年第３回議会臨時会）では、議
長の選挙をはじめとする、議会構成等を決定しました。

議会議長に永野利則議員、
副議長に桂弘一議員が再選‼ 

就
任
挨
拶

　

こ
の
度
の
改
選
に
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
12
名
、
全
国
で
は
議
員
の
な
り
手
不

足
が
生
じ
る
中
、
本
町
議
会
で
は
最
年
少
女
性

議
員
が
誕
生
し
、
幅
広
い
政
策
議
論
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
と
の
意
思
疎
通
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
議
会
の
意
思
決
定
に

皆
様
の
多
様
な
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

和
泊
町
議
会
議
長

永
野　

利
則

　
　
　
　

副
議
長

桂　
　

弘
一

議　長　永野　利則

副議長　桂　　弘一
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【
議
会
運
営
委
員
会
】

委
員
長

桂　
　

弘
一

経
済
建
設
委
員
会

副
委
員
長

池
田　

正
一

総
務
文
教
委
員
会

委

員

東　
　

弘
明

経
済
建
設
委
員
会

〃

川
畑　

宏
一

総
務
文
教
委
員
会

〃

森　
　

富
隆

〃

〃

島
田　

浩
樹

経
済
建
設
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
と
は
？

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
条
例
で
設
置
さ
れ
て
い
る
。

円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
、
議
会
運
営
全
般
に
つ
い

て
、
協
議
、
意
見
調
整
を
行
う
。

【
一
部
事
務
組
合
議
会
】

沖
永
良
部
バ
ス

企
業
団
議
員

沖
永
良
部
衛
生

管
理
組
合
議
員

沖
永
良
部
与
論

地

区

広

域

事
務
組
合
議
員

山　

下　

幸　

秀

中　

田　

隆　

洋

桂　
　
　

弘　

一

東　
　
　

弘　

明

喜　

井　

和　

夫

児　

玉　

実　

隆

川　

畑　

宏　

一

森　
　
　

富　

隆

池　

田　

正　

一

山　

口　

明
日
香

島　

田　

浩　

樹

組
合
議
会
の
役
割
と
は
？

組
合
議
会
は
組
合
条
例
の
制
定
・
改
廃
や
、
管
理
者

が
作
成
し
た
事
業
計
画
の
審
査
、
予
算
の
議
決
・
決

算
の
認
定
等
を
担
う
。
和
泊
町
・
知
名
町
の
各
議
会

や
住
民
の
要
望
を
組
合
の
運
営
に
反
映
す
る
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
・
同
補
充
員
】

委

員

谷　

山　

俊　

秀

委

員

瀬　

島　

勝　

夫

委

員

勝　

男　

百
合
子

委

員

野　

村　

美　

枝

補
充
員
第
１
順
位

葉　

棚　

文　

雄

補
充
員
第
２
順
位

田　

代　

誠　

一

補
充
員
第
３
順
位

前　

田　
　
　

勇

補
充
員
第
４
順
位

太　
　
　

直　

孝

【
監
査
委
員
】

識

見

監

査

委

員

池　

野　
　
　

豊

議
員
選
出
監
査
委
員

川　

畑　

宏　

一

監
査
委
員
と
は
？

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
町
の
財
政
や
事
業
に

つ
い
て
監
査
を
行
う
執
行
機
関
で
あ
る
。
各
々
自
ら

の
判
断
の
も
と
に
独
立
し
て
職
務
を
行
う
た
め
、
委

員
会
は
存
在
し
な
い
。
和
泊
町
で
は
財
務
管
理
や
行

政
管
理
等
に
優
れ
た
識
見
を
も
つ
者
と
、
議
会
か
ら

選
出
さ
れ
た
者
の
２
名
で
構
成
す
る
。

識
見
監
査
委
員

池
野　

豊
（
再
任
）

　

監
査
委
員
と
し
て
二
期
目
に

な
り
ま
す
。

　

自
己
研
鑽
に
励
み
、
誠
実
か

つ
厳
正
な
監
査
業
務
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

議
選
監
査
委
員

川
畑　

宏
一

　

よ
り
公
正
で
効
率
的
な
行
政

運
営
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

選
挙
・
選
任
の
結
果

和泊町監査委員辞令交付式

皆さまの
ために

頑張ります!!
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委員長　池
い け だ

田 正
しょういち

一 副委員長　森
もり

富
とみたか

隆
２期目（現職） １期目（新人）

国頭字在住 和泊字在住
S42 年2 月16 日生

（53 歳）
S21 年12 月22 日生

（73 歳）

趣味・特技：野球、読書 趣味・特技：
グラウンドゴルフ、ジョギング

厳しい時代ですが、
笑顔・希望を忘れずに、

共にがんばりましょう！！

この度選挙で議会に送っていただき、厚く御
礼申し上げます。議会におきましては町民の
皆様と各字の区長さんのご意見をしっかりと
把握して発言して参ります。

永
な が の

野 利
としのり

則（議長） 児
こ だ ま

玉 実
さねたか

隆
４期目（現職） ２期目（元職）

畦布字在住 手々知名字在住
S26 年1 月10 日生

（69 歳）
S28 年12 月7 日生

（66 歳）

趣味・特技：特になし 趣味：スポーツ 
特技：ゴルフ

気候変動に伴う大規模な自然災害抑制に向
け、町民一人ひとりが持続可能な町づくりに
努めよう。

未来構想・社会福祉の充実
共生・協働のまちづくりに

取り組みます。

川
かわばた

畑 宏
こういち

一 山
やまぐち

口 明
あ す か

日香
２期目（現職） １期目（新人）

和泊字在住 和泊字在住
S58 年7 月7 日生

（37 歳）
H6 年12 月27 日生

（25 歳）
趣味： 島魚の刺身を食べること
特技： 坂ダッシュ

趣味：食べること
特技：寝ること

徹底的な町民目線と圧倒的な行動力を常に心
掛け、皆様の負託に応えられるよう精進して
まいります。

初めまして。３人の子育て真っ最中、祖母の介
護も経験しました。皆さまのご意見等お気軽
にお聞かせください。ベビーのため、ママのた
め頑張っていくので宜しくお願い致します。

わたしたちが

総務文教常任委員会です 【委員会の所管事務】
１．総務課、税務課、企画課、町民支援課、保健福祉課、
教育委員会の所管する事項
２．他の委員会に属さない事項
３．その他議会において特に指定した事項

◎池田正一、○森富隆
永野利則、児玉実隆、川畑宏一、山口明日香

※◎は委員長、○は副委員長
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委員長　東
ひがし

　　弘
ひろあき

明 副委員長 島
し ま だ

田 浩
ひ ろ き

樹
２期目（現職） １期目（新人）

国頭字在住 玉城字在住
S26 年1 月3 日生

（69 歳）
S57 年3 月17 日生

（38 歳）

趣味・特技：読書、魚釣り 趣味・特技：スポーツ

町民と共に
町民の為の議会に！

地域と共に元気な和泊町づくりに励みます。
４年間宜しくお願い申し上げます。

桂
かつら

弘
ひろかず

一（副議長） 山
やました

下 幸
ゆきひで

秀
３期目（現職） ７期目（現職）

内城字在住 根折字在住
S32 年5 月18 日生

（63 歳）
S26 年4 月10 日生

（69 歳）
趣味：家族
特技：浪曲

趣味：海
特技：三味線

軸足は常に町民側に！！をモットーに、
目に見える議員活動をします。

みんなで環境を
大事にしていきましょう

中
な か だ

田 隆
たかひろ

洋 喜
き い

井 和
か ず お

夫
３期目（現職） ２期目（現職）

和泊字在住 喜美留字在住
S52 年5 月31 日生

（43 歳）
S36 年5 月28 日生

（59 歳）
趣味・特技：
映画、将棋、数学、BBQ

趣味・特技：
スポーツすべて

「未来創造」わたしの想う町づくり、そして、
町民の代弁者として邁進して参ります。
皆様のご意見、ご要望をお聞かせください。

議員活動は常に
町民目線で行います！

わたしたちが

経済建設常任委員会です

◎東弘明、○島田浩樹
桂弘一、山下幸秀、中田隆洋、喜井和夫

※◎は委員長、○は副委員長

【委員会の所管事務】

１．  経済課、農業委員会、土木課、耕地課、生活環境課

の所管する事項

２． その他議会において特に指定した事項
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子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
近
年
の
保
育
園
・
こ
ど

も
園
に
お
け
る
待
機
児

童
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
の
見

通
し
と
対
策
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
待
機
児
童
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
４
月
時
点
で

は
い
な
か
っ
た
が
、
現
在
は
、

０
歳
児
３
名
、
１
歳
児
２
名
、

２
歳
児
２
名
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
見
通
し
は
、
昨
年
度

の
出
生
児
が
39
名
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
年
々
、
待
機
児
童
は

軽
減
さ
れ
る
と
思
う
が
、
喫
緊

の
対
策
と
し
て
は
、
今
後
の
入

園
児
の
推
移
を
検
証
し
な
が

ら
、
保
育
士
の
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、
入
園
中
の
保
護
者

の
就
労
状
況
等
の
把
握
及
び
保

護
者
や
そ
の
家
族
、
職
場
に
も

協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
待
機
児

童
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

問
現
在
、
産
前
６
週
・
産

後
８
週
は
保
育
園
や
こ

ど
も
園
に
通
園
可
能
だ
が
、
子

育
て
支
援
の
観
点
か
ら
、
そ
の

後
も
継
続
し
て
通
園
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
保
育
園
・
こ
ど
も
園
へ

の
入
園
は
原
則
と
し

て
、
家
庭
で
の
保
育
に
欠
け
る

場
合
が
対
象
と
な
る
。

３
歳
以
上
の
園
児
に
関
し
て

は
、
就
学
前
教
育
の
一
環
と
し

て
、
継
続
入
園
し
て
い
る
が
、

２
歳
児
以
下
の
園
児
は
、
保
育

に
欠
け
る
状
態
に
あ
る
と
は
言

え
な
い
た
め
、
退
所
の
お
願
い

を
し
て
い
る
。

保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
保
育

士
不
足
で
、
受
け
入
れ
が
厳
し

い
中
、
保
育
士
確
保
は
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
が
、
現
在
入
園

中
の
園
児
の
保
護
者
の
中
に

も
、
入
園
時
に
申
告
し
た
就
労

を
終
え
た
方
や
産
後
８
週
が
満

了
し
た
方
な
ど
、
家
庭
で
の
保

育
が
可
能
な
方
に
つ
い
て
は
、

退
所
を
お
願
い
し
、
そ
の
後
、

待
機
を
し
て
い
る
乳
幼
児
の
対

応
を
し
て
い
る
。

ゆ
と
り
あ
る
子
育
て
環
境
を
‼ 

令和2年（9月）第3回議会定例会

任　期　最　初　の　一　般　質　問

 町政を問う！！

山
やまぐち

口明
あ す か

日香 議員

請
せいがん

願・陳
ちんじょう

情
町政について要望等があるときは　どなたでも「請願書」
又は「陳情書」を町議会に提出することができます。
町ホームページに様式例を掲載しております。

ご不明な点は議会事務局92-2569までお問い合せください。

請願 陳情 このQRコード
から

様式例
掲載の

WEBに

アクセ
スでき

るよ !

コード
から

WEBに

アクセ
スでき

るよ !
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災
害
対
策
に
つ
い
て

問
８
月
の
豪
雨
に
よ
る
床

上
、
床
下
浸
水
の
被
害

状
況
は
。
ま
た
、
浸
水
の
原
因

追
求
及
び
対
策
等
は
講
じ
て
い

る
か
。

答
被
害
状
況
と
し
て
は
、

住
家
の
床
下
浸
水
８

件
、
非
住
家
に
お
い
て
は
床
上

浸
水
２
件
を
確
認
し
た
。

永
嶺
、
手
々
知
名
、
国
頭
、

西
原
、
和
泊
字
に
お
い
て
は
、

消
防
団
員
に
よ
る
土ど
の
う嚢
設
置
や

ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水
作
業
を

行
っ
た
。

浸
水
の
主
な
原
因
は
、
短
時

間
に
降
っ
た
大
雨
が
１
箇
所
に

集
中
し
、
排
水
が
追
い
付
か
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
日

頃
か
ら
周
辺
水
路
の
泥
上
げ
の

周
知
や
、
自
主
防
災
組
織
等
に

よ
る
大
雨
時
期
前
の
土
嚢
作
成

な
ど
を
実
施
し
、
突
発
的
な
大

雨
に
つ
い
て
も
早
期
に
対
応
で

き
る
よ
う
事
前
の
準
備
を
し
っ

か
り
と
し
て
い
き
た
い
。

問
台
風
等
の
災
害
時
に
よ

る
避
難
所
に
、
ト
イ
レ

等
の
設
備
が
屋
内
に
あ
る
学
校

施
設
等
を
利
用
で
き
な
い
か
。

答
現
在
、
本
町
で
は
各
字

公
民
館
を
含
め
29
施
設

が
指
定
避
難
所
と
な
っ
て
お

り
、
今
回
の
台
風
10
号
で
は
、

気
象
庁
の
異
例
の
発
表
を
受

け
、
早
め
の
対
策
及
び
避
難
を

呼
び
か
け
、
17
か
所
の
避
難

所
に
１
２
６
世
帯
２
０
５
名
が

避
難
し
た
。

事
前
に
多
く
の
避
難
者
が
見

込
ま
れ
た
た
め
、
開
場
し
た
各

字
公
民
館
の
許
容
人
数
を
超
え

た
場
合
に
は
、
学
校
施
設
の
開

場
も
検
討
し
、
字
区
長
か
ら
要

請
の
あ
っ
た
避
難
所
に
は
、
役

場
職
員
を
配
置
し
て
避
難
者
対

策
を
実
施
し
た
。

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
実
施

し
て
も
、
避
難
所
の
許
容
人
数

と
し
て
は
十
分
な
空
間
が
あ

り
、
学
校
施
設
の
開
場
ま
で
は

必
要
な
い
と
判
断
し
た
。

学
校
施
設
に
お
い
て
は
、
非

常
用
電
源
が
未
整
備
で
あ
り
、

ま
た
、
台
風
通
過
後
に
は
授
業

も
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
安
心
・
安
全
に
避
難

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
防

風
戸
や
、
非
常
用
発
電
機
が
整

備
さ
れ
て
い
る
各
字
公
民
館
に

避
難
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
最

善
だ
と
考
え
、
こ
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
て
い
る
が
、
住
家
等

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、学
校
施
設
も
開
場
し
、

災
害
復
旧
に
全
力
を
尽
く
す
。

町
主
催
行
事
に
つ
い
て

問
町
主
催
の
合
同
金
婚
式

の
復
活
開
催
は
で
き
な

い
か
。

答
以
前
は
、
結
婚
50
周
年

の
節
目
の
年
を
迎
え
ら

れ
た
ご
夫
婦
へ
の
長
年
の
労ね
ぎ
らい

と
御
長
寿
を
祝
福
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
人
生
の
更
な
る
充

実
と
発
展
を
願
っ
て
、
町
主
催

で
開
催
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
分
権

の
進
展
や
厳
し
い
財
政
状
況
な

ど
地
方
公
共
団
体
を
取
り
巻
く

社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
な
か
で
、
平
成
11

年
に
本
町
に
お
い
て
も
行
財
政

改
革
大
綱
を
見
直
し
、
事
務
事

業
の
見
直
し
や
行
政
の
情
報

化
、
組
織
・
機
構
の
見
直
し
な

ど
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
な
か

で
、
合
同
金
婚
式
に
関
し
て
も

廃
止
と
決
定
さ
れ
、
今
日
ま
で

に
至
る
。

復
活
開
催
に
つ
い
て
は
、
非

常
に
お
め
で
た
い
イ
ベ
ン
ト
で

あ
り
、
開
催
を
希
望
す
る
意
見

は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
と
理

解
す
る
が
、
行
政
と
し
て
は
、

多
様
化
す
る
行
政
課
題
や
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
を
優
先
し
て
い
き

た
い
。

問
来
年
１
月
の
成
人
式
開

催
に
向
け
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は

ど
の
よ
う
に
講
じ
て
い
く
の
か
。

答
成
人
式
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
６
月
の
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、「
国
・
県
・

他
市
町
村
の
動
向
と
感
染
症
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
慎
重
に

判
断
す
る
。」
と
答
弁
し
、
そ

の
後
、
知
名
町
と
の
意
見
交
換

で
、
開
催
の
判
断
は
足
並
み
を

揃
え
る
必
要
が
あ
る
と
共
通
認

識
し
た
。

ま
た
、
８
月
末
現
在
で
は
郡

内
の
多
く
の
市
町
村
が
開
催
す

る
方
向
で
進
め
て
い
る
。

開
催
予
定
市
町
村
の
共
通
し

た
感
染
予
防
対
策
と
し
て
は
、

マ
ス
ク
着
用
、
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
、
検
温
の
徹
底
、
会
場
の
換

気
、
来
賓
及
び
保
護
者
の
出
席

者
数
の
制
限
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
独
自
の
対
応
と
し

て
、
祝
賀
会
の
中
止
、
式
典
２

週
間
前
か
ら
の
体
調
報
告
な
ど

を
行
う
市
町
村
も
あ
る
。

本
町
と
し
て
は
、
成
人
式
を

開
催
す
る
予
定
だ
が
、
開
催
す

る
他
市
町
村
の
対
応
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
万
全
な
感
染
予
防

対
策
を
講
じ
て
い
く
。

災
害
に
強
い
町
・
和
泊
町
を
目
指
し
て

池
いけだ

田 正
しょういち

一  議員

▶
床
下
浸
水
し
た
家
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本
町
強
靭
化
に
つ
い
て

問
防
風
対
策
と
し
て
、
町

指
定
避
難
場
所
に
雨
戸

の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

答
本
町
で
は
各
字
公
民
館

を
含
め
た
29
施
設
の
指

定
避
難
所
の
う
ち
、
平
成
24

年
度
に
６
か
所
の
字
公
民
館
に

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
設
置
し
、
や
す

ら
ぎ
館
と
え
ら
ぶ
長
浜
館
に
つ

い
て
は
強
化
ガ
ラ
ス
が
設
置
さ

れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
外
の

13
か
所
の
字
公
民
館
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
度
ま
で
に
各

字
区
長
と
協
議
を
し
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
、
防
風
戸
の
設
置
や
飛
散

防
止
用
の
フ
ィ
ル
ム
を
張
る
な

ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

問
洪
水
対
策
と
し
て
、
集

落
内
等
の
冠
水
に
つ
い

て
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

答
今
回
の
豪
雨
に
よ
る
洪

水
に
よ
り
被
災
し
た
箇

所
に
つ
い
て
は
、
現
地
確
認

を
行
い
、
今
後
の
水
に
よ
る

影
響
を
軽
減
で
き
る
措
置
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
用
地
等
か
ら
の
入

水
等
に
つ
い
て
は
、
個
人
間
で

の
協
議
も
必
要
だ
と
思
う
の

で
、
被
災
者
並
び
に
区
長
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問
本
年
度
の
寄
附
金
の
現

状
や
取
り
組
み
等
は
。

答
本
年
度
の
４
月
か
ら
８

月
ま
で
の
寄
附
金
額

は
、
２
，
０
６
６
万
４
千
円
で
、

寄
附
件
数
は
６
，
６
８
５
件
と

な
っ
て
い
る
。
昨
年
度
の
４
月

か
ら
８
月
ま
で
の
寄
附
金
額

は
、
１
，
１
５
３
万
６
千
円
で
、

寄
附
件
数
は
３
２
７
件
と
な
っ

て
お
り
、
比
較
す
る
と
寄
附
金

額
は
９
１
２
万
８
千
円
の
増

額
、
寄
附
件
数
は
６
，
３
５
８

件
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
度
よ
り
増
額
と
な
っ
た

理
由
は
、
２
つ
の
ふ
る
さ
と
納

税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
新
た
に

開
設
し
た
こ
と
だ
と
考
え
て
お

り
、
寄
附
件
数
が
伸
び
た
理
由

は
、
寄
附
金
額
の
幅
を
広
げ

１
，
０
０
０
円
の
調
味
料
類
や

か
り
ん
と
う
、
乾
燥
き
く
ら
げ

な
ど
が
多
く
を
占
め
た
た
め
で

あ
る
。

今
後
も
各
返
礼
品
の
魅
力
が

伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
魅
力
向
上

に
努
め
、
鹿
児
島
銀
行
と
の
連

携
協
定
を
機
会
に
新
た
な
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設
と
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
。

本
町
強
靭
化
と
防
風
・
洪
水
対
策
は

児
こだま

玉 実
さねたか

隆 議員

◀
記
録
的
短
時
間
豪
雨
の
爪
痕

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
例

島バナナ

沖永良部酒造味比べ

乾燥きくらげ

マンゴー
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防
災
対
策
で
安
心
安
全
の
町
づ
く
り

第
６
次
総
合
振
興
計
画
に

つ
い
て

問
第
６
次
総
合
振
興
計
画
で

の
和
泊
商
店
街
の
活
性
化

策
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
第
６
次
和
泊
町
総
合
振

興
計
画
に
お
け
る
和
泊

商
店
街
の
活
性
化
策
に
つ
い
て

は
、「
商
工
」
分
野
に
お
け
る

基
本
方
針
と
し
て
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
等
で
の
空
き
店
舗

の
活
用
、
若
い
世
代
の
開
業
・

起
業
推
進
と
支
援
体
制
の
充

実
、
二
次
創
業
や
経
営
多
角
化

の
支
援
を
掲
げ
て
い
る
。

商
店
街
の
活
性
化
は
、
空
き

店
舗
の
再
利
用
や
改
修
と
い
っ

た
ハ
ー
ド
面
の
整
備
と
併
せ

て
、
人
が
集
ま
る
・
行
き
た
く

な
る
空
間
づ
く
り
を
行
う
ソ
フ

ト
事
業
の
充
実
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
つ
い
て

問
国
の
第
２
次
補
正
予
算

の
交
付
金
を
活
用
し
、

４
月
27
日
の
基
準
日
以
降
誕

生
の
新
生
児
に
も
特
別
定
額
給

付
金
10
万
円
の
支
給
を
で
き

な
い
か
。

答
４
月
28
日
以
降
に
出
生

し
た
新
生
児
に
お
い
て

も
、
年
度
内
の
出
生
児
を
対
象

に
、
支
給
す
る
準
備
を
進
め
て

い
る
。

農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

問
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
者
の

手
取
り
価
格
向
上
や
、

反
収
向
上
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
奄
美
群
島
さ
と
う
き
び

価
格
対
策
協
議
会
に
お

い
て
は
、
群
島
内
を
取
り
ま
と

め
て
国
へ
の
要
請
を
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
も
原
料
取
引
価

格
が
減
少
し
た
と
き
に
は
、
交

付
金
単
価
を
引
き
上
げ
て
生
産

者
の
収
入
を
維
持
し
て
き
た
。

今
後
も
、
生
産
者
の
手
取
り
価

格
向
上
に
つ
い
て
は
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
国
へ
の
要
請
等

に
努
め
て
い
く
。

今
後
も
、
適
期
植
付
に
よ
る

初
期
生
育
の
確
保
、
か
ん
水
に

よ
る
生
育
促
進
、
早
期
の
雑
草

防
除
や
病
害
虫
防
除
な
ど
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
、
農
家
へ

周
知
徹
底
す
る
こ
と
が
単
収
向

上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

問
現
在
、
農
水
省
で
は
サ

ト
イ
モ
の
生
分
解
性
マ

ル
チ
の
実
証
実
験
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
本
町
に
お
い
て
モ

デ
ル
地
区
の
要
望
を
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答
現
在
、
本
町
に
お
け
る

サ
ト
イ
モ
の
生
分
解
性

マ
ル
チ
の
普
及
率
は
、
約
２
割

と
な
っ
て
い
る
。

生
分
解
性
マ
ル
チ
を
使
用
す

る
農
家
へ
は
「
サ
ト
イ
モ
栽
培

に
お
け
る
生
分
解
性
マ
ル
チ
利

用
の
手
引
き
」
を
活
用
し
な
が

ら
、
普
通
マ
ル
チ
と
の
違
い
を

説
明
し
、
普
及
に
努
め
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

問
今
回
の
台
風
10
号
で

は
、
避
難
さ
れ
る
方
が

多
か
っ
た
と
聞
く
が
、
避
難
所

に
お
い
て
の
感
染
症
対
策
や
設

備
、
器
具
等
は
十
分
に
整
備
さ

れ
て
い
た
か
。
ま
た
、
宿
泊
施

設
へ
の
避
難
者
は
ど
の
く
ら
い

お
り
、
今
後
の
課
題
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答
宿
泊
施
設
へ
の
避
難
を

目
的
と
し
た
宿
泊
に
つ

い
て
、
主
要
な
施
設
を
５
件
ほ

ど
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
約
60

名
の
方
が
避
難
を
し
た
。

現
在
、
各
字
公
民
館
で
収

容
で
き
る
人
数
は
合
計
１
，

６
４
２
名
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
考
慮
す

る
と
、
３
分
の
１
の
５
４
０
名

程
度
と
な
る
。
今
回
の
避
難
者

は
宿
泊
施
設
も
含
め
約
２
７
０

名
な
の
で
、
十
分
に
収
容
が
可

能
だ
と
考
え
る
。

問
８
月
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で

は
各
所
で
被
害
が
出
た

が
、
対
策
に
不
備
は
な
か
っ
た

か
。ま
た
、各
字
で
被
害
が
あ
っ

た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
ど
う
対

策
し
て
い
く
の
か
。

答
こ
の
集
中
豪
雨
に
よ
る

災
害
箇
所
に
つ
い
て

は
、
集
落
の
区
長
等
を
通
じ
て

確
認
し
て
お
り
、
災
害
の
規
模

に
つ
い
て
は
、
軽
微
な
災
害
か

ら
国
の
指
定
を
受
け
て
対
応
す

る
災
害
ま
で
多
く
発
生
し
た
。

こ
れ
ら
の
災
害
は
、
土
木
課

で
対
応
す
る
も
の
と
耕
地
課
で

対
応
す
る
も
の
に
整
理
し
、
復

旧
に
つ
い
て
は
、
自
助
・
共
助

で
復
旧
で
き
る
も
の
と
、
公
助

で
復
旧
す
る
も
の
に
整
理
し
て

対
応
し
て
い
る
。（
耕
地
課
）

道
路
の
災
害
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、
普
段
か
ら
各
字
区

長
を
通
じ
、
側
溝
の
清
掃
な
ど

対
応
を
し
て
頂
い
て
お
り
、
土

木
課
に
お
い
て
は
、
土
砂
等
の

撤
去
を
す
る
場
合
、
重
機
の

リ
ー
ス
料
を
負
担
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
字
で
被
害
が
あ
っ

た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
区
長
や

地
権
者
と
相
談
の
上
、
順
次
対

応
し
て
い
る
。（
土
木
課
）

問
農
地
被
害
で
は
、
の
り

面
の
工
事
に
お
け
る
受

益
者
負
担
率
は
ど
れ
く
ら
い
に

な
る
の
か
。

答
農
地
の
基
本
補
助
率
は

50
％
で
、
そ
の
補
助
残

が
農
家
負
担
と
な
る
。

当
事
業
に
つ
い
て
は
、
補
助

率
増
高
申
請
す
る
と
補
助
率
が

嵩か
さ

上
げ
さ
れ
る
制
度
と
な
っ
て

お
り
、
過
去
の
農
地
災
害
で
は

補
助
率
が
80
％
ま
で
嵩
上
げ

さ
れ
た
事
例
も
あ
る
の
で
、
今

回
も
こ
の
申
請
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

東
ひがし

　 弘
ひろあき

明 議員
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高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

問
「
和
泊
町
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
及
び
第
８
期

介
護
保
険
事
業
計
画
」
策
定
が

進
む
中
、
前
期
計
画
の
実
績
や

調
査
分
析
等
を
踏
ま
え
、
主
な

課
題
と
そ
の
対
応
策
は
。

答
実
態
調
査
の
分
析
結
果

か
ら
、
要
介
護
者
、
要

支
援
者
が
日
常
生
活
の
困
り
ご

と
と
し
て
、「
身
体
機
能
の
低

下
」
や
「
認
知
症
」
に
つ
い
て

あ
げ
て
お
り
、「
第
８
期
計
画
」

で
も
介
護
予
防
施
策
や
認
知
症

施
策
は
、
引
き
続
き
取
り
組
む

べ
き
課
題
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
介
護
人
材
の
確
保

も
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
介
護

職
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
含
め

た
啓
発
活
動
や
、
人
材
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問
本
町
の
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

答
現
在
の
介
護
保
険
料

は
、
平
成
30
年
度
か
ら

令
和
２
年
度
を
事
業
計
画
期
間

と
す
る
「
第
７
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」
を
策
定
す
る
中
で
、

３
年
間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
に

必
要
な
給
付
額
の
総
見
込
み
額

か
ら
、
65
歳
以
上
で
あ
る
第

１
号
被
保
険
者
の
負
担
す
べ
き

23
％
相
当
額
を
算
出
し
、
保

険
料
収
納
率
や
所
得
段
階
別
の

被
保
険
者
数
等
を
割
り
戻
し
て

算
出
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
本
町
の
第
１
号

被
保
険
者
の
保
険
料
基
準
額
は

月
額
７
，
６
０
０
円
と
な
り
、

県
内
で
瀬
戸
内
町
に
次
ぎ
高
い

保
険
料
と
な
っ
て
い
る
。

保
険
料
が
伸
び
た
主
な
要
因

は
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
受
給
者
数
の
増
加

や
第
１
号
被
保
険
者
負
担
率

の
22
％
か
ら
23
％
へ
の
変
更
、

小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
施
設

の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
た
こ

と
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

介
護
保
険
料
を
負
担
さ
れ
て

い
る
高
齢
者
の
皆
様
に
は
相
当

な
負
担
と
な
っ
て
い
る
が
、
本

町
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
環
境
面

の
整
備
が
、
利
用
ニ
ー
ズ
の
高

い
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め

と
し
て
、
他
の
市
町
村
よ
り
充

実
し
て
お
り
、
一
人
当
た
り
の

定
員
が
県
平
均
を
上
回
っ
て
い

る
こ
と
が
、
主
な
要
因
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

問
台
風
の
強
大
化
な
ど
に

よ
り
、
今
後
、
避
難
所

の
利
用
者
が
増
加
す
る
と
思
わ

れ
る
が
、
課
題
は
。

答
避
難
者
数
の
即
時
把
握

を
行
い
、
空
き
の
あ
る

避
難
所
へ
の
搬
送
な
ど
に
つ
い

て
の
検
討
や
、
避
難
所
と
な
っ

て
い
る
学
校
施
設
の
迅
速
な
開

場
に
つ
い
て
、
今
後
再
検
討
し

て
い
く
。

問
先
日
の
集
中
豪
雨
に
よ

る
家
屋
浸
水
や
耕
地
・

道
路
等
の
冠
水
に
つ
い
て
、
過

去
に
も
同
様
の
被
害
が
発
生
し

て
い
る
事
案
も
見
受
け
ら
れ

る
。
災
害
再
発
防
止
の
取
り
組

み
プ
ロ
セ
ス
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
梅
雨
や
台
風
前
に
区
長

会
を
通
じ
、
農
家
へ
災

害
対
策
を
お
願
い
し
、
ま
た
、

水
土
里
サ
ー
ク
ル
活
動
に
お
い

て
農
地
や
農
業
用
施
設
の
点
検

及
び
共
同
活
動
に
よ
る
維
持
管

理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

近
年
は
、
自
然
災
害
の
激
甚

化
が
多
発
し
て
い
る
た
め
、
集

落
に
被
害
を
及
ぼ
す
重
点
た
め

池
を
選
定
し
、
集
落
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。
梅
雨
や
台

風
前
に
、
た
め
池
の
貯
水
量
を
調

整
す
る
な
ど
、
集
落
へ
の
冠
水
防

止
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て

問
経
済
的
影
響
に
つ
い
て

の
見
通
し
と
対
策
は
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
経
済
的

損
失
の
算
出
は
難
し
い
が
、
町

内
に
お
け
る
持
続
化
給
付
金

の
相
談
件
数
は
60
件
を
超
え
、

被
害
は
甚
大
で
あ
る
。

町
内
飲
食
店
等
の
客
足
は
い

ま
だ
回
復
し
て
お
ら
ず
、
厳
し

い
経
営
状
況
が
続
い
て
お
り
、

入
込
客
数
が
業
績
に
密
接
に
結

び
つ
く
観
光
産
業
も
、
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
。

政
府
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言

以
後
、
入
込
客
数
が
昨
年
度

比
で
４
月
は
78
％
減
、
５
月

は
84
％
減
、
６
月
は
53
％
減
、

７
月
は
47
％
減
と
な
っ
て
お

り
、
島
外
か
ら
の
宿
泊
者
数
の

低
迷
が
続
い
て
い
る
。

町
で
は
、こ
れ
ま
で
「
島
泊
・

島
感
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、「
ち
ば

ら
ー
チ
ケ
ッ
ト
」
や
飲
食
店
等

へ
の
固
定
費
支
援
な
ど
、
各
種

支
援
事
業
を
県
内
で
も
先
陣
を

切
っ
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
町

内
需
要
喚
起
と
い
う
新
た
な
経

済
モ
デ
ル
を
示
す
と
と
も
に
、

事
業
者
及
び
町
民
か
ら
大
き
な

反
響
を
い
た
だ
い
た
。

現
在
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
た
施
策
と
し
て
、
感
染
予

防
資
材
購
入
事
業
等
に
よ
る
感

染
予
防
対
策
の
徹
底
を
行
う
こ

と
で
、
町
民
が
安
心
し
て
来
店

で
き
る
状
況
を
早
期
に
整
え
て

い
た
だ
く
よ
う
、
事
業
を
推
進

し
て
い
る
。

今
後
も
、
物
産
品
に
関
連
す

る
支
援
事
業
や
、
奄
振
を
活
用

し
た
中
長
期
的
な
観
光
産
業
の

回
復
に
つ
な
げ
て
い
く
事
業
も

計
画
し
て
お
り
、
基
盤
を
再
構

築
す
る
経
済
対
策
事
業
を
推
進

し
て
い
く
。

機
動
的
で
実
効
性
の
高
い
計
画
策
定
を
‼ 

川
かわばた

畑 宏
こういち

一 議員
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Ａ
Ｅ
Ｄ
の
移
動
に
つ
い
て

問
各
字
公
民
館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
ほ
と
ん
ど
が
施
錠
さ
れ
た

屋
内
に
あ
り
、
緊
急
時
に
早
急

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
が
、
公
民
館
の
入

り
口
ま
た
は
字
で
指
定
し
た
場

所
に
移
動
で
き
な
い
か
。

答
５
つ
の
字
で
は
、
屋
外

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
す
る
な
ど
、
緊
急
時
に
対

応
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い

る
。こ

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、

リ
ー
ス
契
約
を
締
結
し
て
お

り
、
そ
の
契
約
書
に
お
い
て
、

設
置
場
所
等
は
書
面
に
よ
る
事

前
の
承
諾
を
得
れ
ば
移
動
で
き

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

各
字
か
ら
の
要
望
に
よ
り
対
応

し
て
い
き
た
い
。

農
道
及
び
側
溝
整
備
に
つ

い
て問

集
中
豪
雨
に
お
い
て
、

側
溝
が
氾
濫
し
、
西
原

字
の
農
道
が
侵
食
さ
れ
、
通
行

で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
が
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
く

の
か
。

答
今
回
の
集
中
豪
雨
に
よ

り
埋
ま
っ
た
農
道
側
溝

は
、
水
土
里
サ
ー
ク
ル
活
動
の

対
象
施
設
で
あ
り
、
組
織
に
お

い
て
堆た
い
せ
き積
土
砂
の
撤
去
な
ど
の

応
急
措
置
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
農
道
浸
食
に
つ
い
て

は
、
伊
美
地
区
の
畑
か
ん
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
が
埋
設
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
県
営
畑
地
帯
総
合

整
備
事
業
（
担
い
手
支
援
型
）

に
よ
り
、
畑
か
ん
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
と
農
道
の
原
状
回
復
を
行
う

こ
と
で
、
県
と
協
議
し
た
。

新
し
い
生
活
様
式
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
様
々

な
行
事
が
中
止
や
縮
小
と
な

り
、
新
し
い
生
活
様
式
を
取
り

入
れ
る
中
で
、
子
牛
セ
リ
市
の

ラ
イ
ブ
中
継
を
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答
現
在
、
沖
永
良
部
家
畜

市
場
で
は
、
定
期
子
牛

セ
リ
市
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
と
し

て
、
場
内
に
入
る
際
の
検
温
の

実
施
や
、
購
買
者
及
び
関
係
者

以
外
の
セ
リ
場
内
へ
の
立
ち
入

り
を
禁
止
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
新
し
い
生
活
様
式
を
取
り

入
れ
る
中
で
、
子
牛
セ
リ
市
の

ラ
イ
ブ
中
継
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
主
催
者
側
で
あ
る
経
済
連
及

び
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
と
設
備
の
設
置

に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
と
な

る
。ま

た
、
ラ
イ
ブ
中
継
を
実
施

す
る
場
合
、
セ
リ
価
格
や
体
重

な
ど
の
情
報
が
発
信
さ
れ
る
た

め
、
畜
産
農
家
で
組
織
す
る
和

牛
振
興
会
の
承
諾
も
必
要
か
と

考
え
る
。

他
市
場
の
ラ
イ
ブ
中
継
で
も

利
用
さ
れ
て
い
る
家
畜
市
場
情

報
伝
達
提
供
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
方
々
に
「
え
ら

ぶ
牛
」
の
魅
力
で
あ
る
血
統
の

良
さ
な
ど
の
周
知
を
図
る
た
め

に
は
必
要
だ
と
考
え
る
の
で
、

家
畜
市
場
の
施
設
整
備
時
に
お

い
て
、
関
係
機
関
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

子
牛
セ
リ
市
の
ラ
イ
ブ
配
信
を
‼ 

喜
き い

井 和
かずお

夫 議員

◀
子
牛
セ
リ
市
の
様
子
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障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

問
障
が
い
者
の
入
所
施

設
、
就
労
施
設
の
整
備

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
障
害
者
入
所
支
援
施
設

や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等

の
入
所
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
一
体
的
な

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
奄
美

大
島
や
本
土
の
施
設
に
入
所
又

は
居
住
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
も
あ
る
。

障
害
者
の
重
度
化
・
高
齢
化

や
「
親
亡
き
後
」
を
見
据
え
た
、

障
害
者
の
生
活
を
地
域
全
体
で

支
え
る
体
制
の
仕
組
み
づ
く
り

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

ご
指
摘
の
入
所
施
設
等
の
整

備
に
つ
い
て
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
関
係
機
関
・
団
体
の
皆

様
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
総
合

的
に
検
討
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
、
新
た
な
施
設

建
設
に
向
け
た
体
制
整
備
を
図

る
こ
と
と
し
て
お
り
、「
障
害

者
就
労
支
援
施
設
さ
ね
ん
」
の

施
設
整
備
等
に
向
け
た
協
議
を

推
進
す
る
た
め
、
障
害
福
祉
施

設
建
設
運
営
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
も
、
社
会
福

祉
協
議
会
等
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
の
実
現
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
２
０
５
０
年
問
題
と
し

て
超
高
齢
化
社
会
に
突

入
す
る
が
、
介
護
職
員
数
の
現

状
と
今
後
の
見
通
し
、
対
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
平
成
29
年
度
調
査
で
、

介
護
職
員
全
職
員
数
に

対
し
、
50
歳
以
上
の
職
員
が
６

割
を
超
え
て
お
り
、「
介
護
職

員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
」、

「
人
員
・
人
材
が
不
足
し
て
い

る
」、「
求
人
募
集
を
し
て
も
集

ま
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
。

介
護
報
酬
で
は
、
介
護
職
員

の
処
遇
改
善
が
図
ら
れ
て
お

り
、
資
格
取
得
の
研
修
も
島

内
で
受
講
可
能
と
な
っ
て
い

る
が
、
人
材
不
足
の
解
決
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
は
、

元
気
高
齢
者
の
介
護
分
野
へ

の
参
入
促
進
や
離
島
、
中
山

間
地
域
等
に
お
け
る
介
護
人

材
確
保
支
援
事
業
な
ど
地
域

医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
の

導
入
も
検
討
し
な
が
ら
、
人

材
確
保
や
介
護
職
員
が
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
支
援

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

水
害
対
策
に
つ
い
て

問
水
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
た
め
に
も
排
水
路

の
見
直
し
再
整
備
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
赤
土
の
流
出
を
防
ぐ
た
め

に
も
老
朽
化
し
た
農
地
の
再
整

備
を
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。答

災
害
は
、
土
地
改
良
事

業
の
整
備
に
よ
り
減
少

し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
事
業
実
施
か
ら

の
年
数
経
過
に
伴
う
施
設
の
老

朽
化
な
ど
に
よ
り
地
域
の
水
路

の
排
水
能
力
が
失
わ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
水

路
の
排
水
能
力
不
足
の
要
因

と
し
て
、
農
地
周
辺
の
宅
地

化
や
道
路
の
舗
装
率
の
向
上
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
マ
ル
チ

栽
培
、
営
農
形
態
の
変
化
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。
防
災
・

減
災
の
観
点
か
ら
流
域
の
調

査
を
進
め
、
水
路
断
面
の
再

検
討
を
考
え
て
い
る
。

赤
土
流
失
防
止
は
、
県
営
の

水
質
保
全
対
策
整
備
事
業
（
耕

土
流
出
防
止
型
）
に
よ
り
排
水

路
や
沈ち
ん
さ
ち

砂
池
の
整
備
を
実
施
し

た
経
緯
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事

業
に
は
受
益
者
の
負
担
も
必
要

と
な
る
の
で
、
地
元
か
ら
の
要

望
を
踏
ま
え
て
事
業
を
検
討
し

て
い
く
。

農
地
の
再
整
備
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
な
事
案
を
確
認
し

た
う
え
で
、
補
助
事
業
で
の
可

能
性
も
含
め
、
関
係
機
関
と
の

協
議
を
重
ね
て
い
く
。

安
心
安
全
の
町
づ
く
り
に

つ
い
て

問
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
条
例
に
よ
っ
て
、
対

策
が
必
要
な
時
に
指
導
助
言
が

で
き
る
が
、
そ
の
後
の
対
応
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
「
和
泊
町
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

第
７
条
に
「
犯
罪
や
事
故
の
防

止
に
配
慮
し
た
環
境
整
備
に
関

し
、
指
導
助
言
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。」
と
規
定
し
て
お
り
、

こ
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
関
係

者
の
意
見
を
伺
う
と
と
も
に
、

事
案
に
よ
っ
て
は
弁
護
士
等
の

助
言
を
参
考
に
し
て
指
導
助
言

を
行
っ
て
い
る
。

指
導
助
言
後
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
関
係
者
等
へ
指
導

助
言
の
内
容
等
を
報
告
し
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。

中
なかだ

田 隆
たかひろ

洋 議員

障
が
い
者
福
祉
の
完
結
体
制
を
目
指
し
て

◀
障
害
者
就
労
施
設
（
宮
古
島
）
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報 3 財政健全化判断比率について ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

報 4 資金不足比率について ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

報 5 放棄した私債権の報告 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

承 13 専決処分の承認（令和２年度和泊町一般会計補正予算 第５号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 承　　認

議 62 和泊町報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条
例の制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 63 物品購入契約の締結（小中学校用情報端末機器） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可　　決

議 64 町営沖永良部土地改良事業（維持管理）計画書の策定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可　　決

議 65 令和２年度和泊町一般会計補正予算（第６号）の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 66 令和２年度和泊町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 67 令和２年度和泊町介護保険特別会計補正予算（第１号）の
議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 68 令和２年度和泊町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１
号）の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 69 令和２年度和泊町農業集落排水事業特別会計補正予算（第
２号）の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 70 令和元年度和泊町一般会計歳入歳出決算認定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認　　定

議 71 令和元年度和泊町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認　　定

議 72 令和元年度和泊町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認　　定

議 73 令和元年度和泊町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認　　定

議 74 令和元年度和泊町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
認定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認　　定

議 75 令和元年度和泊町介護保険特別会計歳入歳出決算認定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認　　定

議 76 令和元年度和泊町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
認定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認　　定

議 77 令和元年度和泊町水道事業会計剰余金の処分及び決算認定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎　◎ ◎ ◎ ◎ ー 認　　定

陳 3 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な
悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 採　　択

発 2 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な
悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可　　決

報 6 専決処分の報告 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

議員派遣 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可　　決

議会運営委員会閉会中継続調査申出書 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可　　決

各常任委員会閉会中継続調査申出書 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可　　決

※永野利則議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については表決（賛成・反対の意思表示）権はありません。

令和２年　 第 3 回定例会　（9 月 29 日～ 10 月８日）

令和 2 年 11 月 25 日 発行／第 149 号（13）和泊町議会だより



令和 2 年 11 月 25 日 発行／第 149 号 和泊町議会だより（14）

令和元年度各会計の決算額と採決の結果（※決算額は１万円未満は四捨五入）

区　　　分 歳入決算 歳出決算 差　　引 採決結果

一　般　会　計  64 億 7914 万円  63 億 5322 万円  1 億 2592 万円 全会一致で認定

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険  10 億 2161 万円  9 億 9072 万円   3089 万円 全会一致で認定

奨学資金   1181 万円   852 万円   329 万円 全会一致で認定

下水道事業  2 億 9663 万円  2 億 9184 万円   479 万円 全会一致で認定

農業集落排水事業  2 億 4697 万円  2 億 4695 万円   2 万円 全会一致で認定

介護保険  10 億 171 万円  9 億 2359 万円   7812 万円 全会一致で認定

後期高齢者医療   8979 万円   8331 万円   648 万円 全会一致で認定

水道事業（収益的部分）  1 億 7488 万円  1 億 7358 万円   130 万円 全会一致で認定

合　　　計  93 億 2253 万円  90 億 7173 万円  2 億 5080 万円 すべて認定

※決算額は、１万未満を四捨五入で掲載しているため、差引・合計額が一致しない場合があります。

陳情のゆくえ

【陳情第３号】

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地
方税財源の確保を求める意見書の提出について

提出者：鹿児島県町村議会議長会 全 会 一 致 で 採 択

【発議第２号】

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地
方税財源の確保を求める意見書

全 会 一 致 で 可 決

意見書送付先： 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣
総務大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣、内閣官房長官
経済再生担当大臣、まち・ひと・しごと創生担当大臣

付帯意見（決算審査特別委員会より）

認
定
認
定
認
定
認
定
認
定
認
定

すべて認定

旧白百合土地改良区から平成25 年に債権譲渡された案件について、組織
的徴収体制の確立に努め、公平負担の原則の上からも、より一層の徴収対
策に努力すること。



令和 2 年 11 月 25 日 発行／第 149 号（15）和泊町議会だより

決
算
審
査
意
見
書
要
約

（
和
泊
町
識
見
監
査
委
員　

池
野　

豊
）

●
一
般
・
特
別
会
計
決
算
審
査

令
和
元
年
度
和
泊
町
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
決
算
に
つ

い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
計
数
に
誤
り
は
な
く
会
計
処
理
が

正
確
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
令

和
元
年
度
決
算
が
黒
字
決
算
で
き
た
こ
と
は
、
執
行
部
の
事

務
事
業
の
見
直
し
、
組
織
の
効
率
化
・
合
理
化
な
ど
経
費
全

般
の
徹
底
見
直
し
に
よ
る
歳
出
削
減
と
、
財
源
の
捻
出
に
献

身
的
に
努
力
し
た
結
果
と
評
価
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
町
の
最

大
課
題
で
あ
る
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
は
、
新
庁
舎
建
設
事

業
に
伴
う
地
方
債
の
発
行
な
ど
に
よ
り
健
全
化
判
断
比
率
が

前
年
度
よ
り
悪
化
し
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
下
に

あ
る
の
で
、
中
長
期
的
な
取
り
組
み
と
し
て
行
財
政
改
革
を

強
力
に
推
し
進
め
、
早
期
の
財
政
健
全
化
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

●
水
道
会
計
決
算
審
査

和
泊
町
水
道
事
業
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
人
口
の
減

少
や
節
水
意
識
の
高
ま
り
等
に
起
因
し
て
給
水
量
が
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
比
例
し
て
給
水
収
益
も
減
少
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
平
成
27
年
度
に
水
道
料
金
を
改
定
し
収
支
バ
ラ
ン

ス
を
保
っ
て
来
た
が
、
こ
れ
か
ら
先
も
給
水
量
の
増
加
は
期

待
で
き
ず
、
運
営
面
で
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。
令
和

元
年
度
策
定
し
た
「
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
経
営
戦
略
・
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
実
践
に
よ
り
安
定
経
営
を
目
指

す
と
と
も
に
「
安
全
で
お
い
し
い
水
」
の
安
定
供
給
に
努
め
、

町
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
財
政
健
全
化
審
査

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
算
定
書
類
は
適
正
に
作
成
さ
れ
て

お
り
、
健
全
化
判
断
比
率
は
正
確
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

本
町
の
財
政
状
況
は
、
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
、
適
正
な
財
政
運
営
に
対
す
る
取
り
組
み

を
執
行
部
と
町
民
が
共
通
認
識
の
下
で
強
力
に
推
進
し
て
頂

き
た
い
。

（
１
）
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
が
税
収
な
ど
の
財

源
の
規
模（
標
準
財
政
規
模
）に
占
め
る
割
合
を
表
し
た
比
率
。

な
お
、
当
年
度
の
実
質
収
支
が
黒
字
で
あ
る
た
め
、
実
質

赤
字
比
率
は
な
い
。

（
２
）
連
結
実
質
赤
字
比
率

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
が
税
収
な
ど
の
財
源
の

規
模
（
標
準
財
政
規
模
）
に
占
め
る
割
合
を
表
し
た
比
率
。

な
お
、
当
年
度
の
会
計
す
べ
て
の
実
質
収
支
額
合
算
が
黒

字
で
あ
る
た
め
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
な
い
。

（
３
）
実
質
公
債
費
比
率

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元
利
償
還
金
及
び
こ
れ
に
準
ず

る
元
利
償
還
金
等
が
税
収
な
ど
の
財
源
の
規
模
（
標
準
財
政

規
模
）
に
占
め
る
割
合
を
表
し
た
比
率
。（
３
年
間
平
均
）

当
年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、
15
・
9
％
で
あ
り
、
前

年
度
に
比
べ
0.5
％
悪
化
し
て
い
る
。

（
４
）
将
来
負
担
比
率

一
般
会
計
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
現
在
の

残
高
が
税
収
な
ど
の
財
源
の
規
模
（
標
準
財
政
規
模
）
に
占

め
る
割
合
を
表
し
た
比
率
。

当
年
度
の
将
来
負
担
比
率
は
106
・
2
％
で
あ
り
、
前
年
度

に
比
べ
9.3
％
改
善
し
て
い
る
。

●
経
営
健
全
化
審
査

提
出
さ
れ
た
書
類
に
不
備
は
な
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
資
金

不
足
は
生
じ
て
お
ら
ず
適
正
に
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。

今
後
と
も
起
債
償
還
等
を
見
据
え
た
計
画
的
運
営
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。



編 集 後 記 わたしたちが広報をつくります

令和 2 年 11 月 25 日 発行／第 149 号 和泊町議会だより（16）

　令和２年第３回定例会を９月 29 日から 10 月８日の
10 日間の日程で開催し、７名の議員が一般質問で行
政と町の将来について誠実な議論をすることができま
した。
　また、決算審査特別委員会があり、財政健全化の
なか、適正で効果的に執行されました。
　議会だよりでは、町民にわかりやすい広報誌づく
りに努めます。

文責　議会報編集委員会委員長
　児玉　実隆

■発行／令和 2年 11月 25日　鹿児島県和泊町議会
■編集／議会報編集委員会　〒 891-9192　鹿児島県大島郡和泊町大字和泊 10番地
TEL 0997-92-2569 FAX 0997-92-3176　ホームページ http://www.town.wadomari.lg.jp/

左の二次元コードをスマートフォン
などで読み取ると、町議会のホーム
ページにリンクします。

10月２日、決算審査特別委員会による令和元年度事業実施箇所の現地調査がおこなわれました。
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